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調 査 の 概 要  

1 調査の目的  

この調査は、調査対象となった男女の結婚、H産、就業等の実態及び意識の経年変化の状況を継続   

的に観察することにより、少了一化対策等厚生労働行政施策の企画立案、実施等のための某礎資料を得   

ることを目的としノて、平成14年を初年として実施しノているものである。  

2 調査の対象及び客体  

平成14年1Cl月末時点で20～34歳であった全国の男女（及びその配偶者）を対象とし、その   

うち、第4回調査において協力を得られた者等（及びその配偶者）を客体とした。  

3 調査の実施日  

平成18年11月1［］（水）  

4 調査の事項  

什事の有無、就業形態、就業時間、職業観、配偶者の有無、独身者の結婚意欲、  

了一ども観、家事・育児時間、住屈の状況、親との同居の有無、前年の所得等  

什事の有無、就業形態、就業時間、職業観、仕事と子育ての両立支援制度の  

（1）男性票  

（2） 女惟票  

状況、配偶者の有無、独身者の結婚意欲、ア▲ども観、親との同居の有無、住居  
の状況、了－どもの状況、前年の所得等  

（3）配偶者票（男性用）…… 仕事の有無、家事・育児時間等  

（4）配偶者票（女惟用）‥  仕事の有無、就業形態、就業時間、仕事と子育ての両立支援制度の  

状況、子どもの状況等  

5 調査の方法  

（1）調査員があらかじめ配布した調査票に被調査者が自ら記入し、嫁封したものを後日調査員が回  

収する方法により行った。  

（2）第1回調査以降に転出した者は、厚生労働省から郵送された調査票に被調査者が自ら記入し、  

郵送により厚生労働省に提目する方法により行った〔〕  

6 調査の系統  

調査員＋ 被調査者   （1）厚生労働省＋ 都道府県  保健所  

」 保健所設置市」  
特 別 区  

被調査者  （2）厚生労働省  



7 結果の集計及び集計客体  

結果の集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。  

調査客体数、回収客体数、集計客体数は次のとおりである。   

なお、本概況における集計客体数とは、調査客体となって以降、継続して集計可能である客体をいう。  

調査客体数   回収客体数   集計客体数   

男性票   9，749   8，581   7，588   

女件票   10，－455   9，409   8，403   

配偶者票（男作用）   2，328   2，126   1，344   

配偶者票（女性用）   1，071   975   473   

計   23，603   21，091   17，808   

（参考）第1「叶からの男性票と女性票の調査客体数と回収客体数  

調査回   調査票の種類   調査客体数   回収客体数   回収率   

第1回   男性票   16，964   13，743   81．0％  

女件票   16，725   14，150   84．6％  

（計）   33，689   27，893   82．8％   

第2回   男性票   14，809   11，910   80．4％  

女性票   14，874   12，483   83．9％  

（計）   29，683   24，393   82．2％   

第3回   男惟票   12，431   10，480   84．3％  

女性票   12，899   11，083   85．9％  

（計）   25，330   21，563   85．1％   

第4回   男性票   10，908   9，509   87．2％  

女性票   11，517   10，207   88．6％  

（計）   22，425   19，716   87．9％   

第5回   身性票   9，749   8，581   88．0％  

女性票   10，455   9，409   90．0％  

（計）   20，204   17，990   89．0％   

8 利用上の注意  

（二1）表章記号の規約  

計数のない場合  

（2）この概況に掲載の数値は四捨五入してあるので、内訳の合計が「総数」に合わない場合がある。  

（ニi）この概況に掲載の数値には、統計数が僅少のため利用する際に注意が必要なものが含まれる。  

2【   



結 果 の 概 要  

Ⅰ 結婚の状況  

1 独身者のこの4年間の結婚の状況  

（1）結婚の状況  

第1回の独身者は、この4年間で、男性16．4％、女性21．6％が結婚した。   

第1回の独身者のうち、男はこの1年間で4．0％が結婚し、この4年間で結婚したのは16．4％とな  

った。女はこの1年間で5．5％が結婚し、この4年間では21．6％となった。男女とも、第1回の年齢  

が25～29歳の階級が結婚した割合が最も高く、男19．8％、女28．4％となっている。（表1、図1）  

表1 性、年齢階級別にみたこの4年間の結婚の状況  
（単位：（払）  

第1回配偶者の有無  この4年間の結婚の状況  

配偶者 り        配偶者なし   結婚した   総 数  結婚して  
あ  いない  

男  （100．0）100．0 ：iこう．5   65．2  10．7  2．0  3．1  こう．0  2．6  54，5  

第  ［100．0］ ［16．4］［3．1］［4．7］［4．6］［4．0］［83．6］   

20～24歳                                ロ   （27 7）1000   48   94．0  12．7  1．9  4．0  3．5  3．4  81．2   
回  （24～28）   ［100．0］ ［13．5］ ［2．0］ ［4．2］ ［3．7］ ［3．6］［86．5］   

の 年  14．0  2．6  3．8  ニi．9  3・7  56・6  

齢   
（29～33）   ［100．0］ ［19．8］ ［3．7］ ［5．4」 ［5．5］ ［5．3］［80，2］   

階  30～34歳  （39．2）100．0  58．4   40．5  6．5  1．7  1．9  1．9  1・0  34・0   

級  ［100．0］ ［16．1］ ［4．1］ ［4．7］ ［4．6］ ［2．6］［83．9］  

女  （100．0）100．0  42．6   56．5  12．2  2．7  3．1  3．3  3．1   44・3  

［100．0］ ［21．6］［4．8］［5，5］［5．8］［5．5］［78．4］  

20～24歳                                  （28．1）100．0   6．4   92，9  16．2  2．4  4．0  ／l．7  5．1   76・7  

内  
は  

［100．0］ ［17．5］ ［2．6］ ［4．3］ ［5．1］ ［5．5］［82．5］  

第   17．1  4．4  4．1  4．6  4．0  43．2   

5  （29～：i3）   ［100．0］ ［28．4］ ［7．3］ ［6．8］ ［7．6］ ［6．6］［71．6］   

匝1  30～34歳  （40．3）100．0  70．9   28．1  5，5  1．6  1．7  1．2  1．0  22．6  
（34～38）   ［100．0］ ［19．6］ ［5．7］ ［5．9］ ［4．3］ ［3．7］［80．4］   

注：1）集計対象は、第l川から第5L可まで回答を得られている者である，  

2）「結婚した」には、この4年間に結婚した後離婚した者を含む。  
3）第＝軸配偶者‘のイナ無の総数には、配偶者の有無不評を含む。  
4）「1内は、第1い－】で配偶者なしであった者を総数としたこの4年間の結婚の状況である  

5）4隼間で2li】1以卜結婚している場合、最新の紆ほ昏の状況について計Lしている。  

図1 独身者のこの4年間の結婚の状況  
女  

結婚した216   結婚した164  
12回間｛   
31＼  

総数  

20～24歳  
（24～28）  

25～29歳  
（29～33）  

30～34歳  
（34～38）  

結婚していない784  総数  結婚していなし＼836  

23回聞34回間 4－5回間   

55   58   55  47  46   40  

20～24歳  
（24～28）  

25～29歳  
（29－33）  

30～34歳  
（34～38）  

20 42 37 36  

40％  80％  80％  100％  0％  20％  40％  60％  80％  100†b  

往：1）集計対象は、第1回かr〕第5回まで回答を得られている者である。  
2）「結婚したlには、こ〝）4年12りに結婚した後離婚した音を含む。  
3）年齢は、節目盲】の年齢である‖（）内は節5回の隼齢であるr  
4）4年問で2回以J二結婚している場合、最新の結婚の状況に／〕いて計上しているr  

－3一  
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（2）親との同居の有無別にみた状況  

男女ともに、親と同居している場合よりも親と同居していない場合の方が、「結婚した」の割合が  

高い傾向がある。   

第1回の独身者について、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第4回の親との同居の  

有無別に、この4年間の結婚の状況をみた。親と同居していない場合は男22．2％、女24．2％が結婚し  

ており、親と「rr」屈している場合には労15．7？ら、女21．2一弘が結婚している。   

年齢階級が26／、、ノ30歳では、親と同居していない場合に男27．0％、女34．6％が結婚しており、親と  

同居している場合には男17．4％、女24∴う％が結婚している。（表2、凶2）  

表2 性、年齢階級、親との同居の有無別にみたこの4年間の結婚の状況  

（単位：％））  

女  

総数   
結婚して  

結婚した   いない   総数   
結婚して  

結婚した   いない   

（川0．n） 1伸n  16．∠1  H3．6    （1n〔）．0） 1（肌n  21．6  78．4  
て  （76．H） 100．0  15．7  R4∴う    （H2．2） l（）0．0  21．2  78．8   
て  22．2  77．H    （1：う．1） 100．∩  24．2  75．8  

（100．0） 10（）．（）   17．6  日2∴1    （10〔）．0） lr）0．（）  21．4  78．6  
て  （77∴1） 10（）．0  17．7  82．3    （HLl．2） 川（）．0  21．0  79．0   
て  20．O  Hn．（）    （11．0） 100．0  2H．2  71．8  

（川0．0） 10（）．（）  用．7  椚∴う    （川什小  1（）0．（）  25．5  7ノ′i．5  

て  （77．7） 100．O  17∴1  H2．6    （85．7） lt）（）．0  24∴i  75．7   
て  27．（1  73．n    （1り．1）  川仇0  3・4．6  65，4  

（1〔）0．（）） 100，0  16．1  ト；こi．9    （10（）．0） 100．0  20．2  79．R  
て  （76．こ′り 10（）．0  15．7  H■1．3    （7軋3） 100．0  20．2  79．R   
て  2：う．n  77．0    （川．9） iOO．ー）   19．1  捌t9  

（川0．0） 100．O  H．（）  92．0    （100．0） 100．0  8．2  91．R  
て  （7‘′4∴1） 100．0  （う．9  93．l    （72．8） 100．O  H．4  91．6   
て  10．1  H9．9    （21∴う） 10∩．∩  8．5  別．5   

総数  
親とrr抽ナし  

親と同居L  

21～25歳  
親と＝属L  
親と同属－L  

26～：うn歳  

親と「■拍子し  
親と同居し  

こう1～：う5歳  

親と同居し  
親と同居L  

こ弼～こう8歳  

親と同卓二一し  
親と同店し  

税
と
㍗
〓
唐
の
存
無
 
 

注∴1）集計対象は、第l回独身で第5帖吏で回答を得られている行である、  

2）隼齢は、F結婚したは結婚後♂）、「結婚していない」は第5l‖1の隼齢である   
：う）親との「刷訂〃在無ほ、結婚Lた」は結婚前の、「糸銅昏していない」は第4r‖lの状況である、「  
4）「親とr■「律‡している」とは、父母り）うナノいずれか1人で＝■小吉している場合をいうい  
5）「結婚した≡ には、この4年≠に結婚した後離婚した首を含む′〕  
6）4年「Ⅲで2川以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計卜している、1  
7）総数、各年齢階級の総数には、親との同居慣イJ▲無イこ言、戸を含む 

図2 親との同居の有無別にみたこの4年間に結婚した割介  

34・6 
親と同居している】57  

親と同居していない 222  

26～30歳  3l－35歳  36－38歳  総数  21－25歳  26～30歳  31～35歳    36～38歳   総数  21～2さ）歳  

仁：＝渠村射し、J†、）1再甘身ご′1′ユ∴【LrlLこ、回符ノゝイj L、ノjtこいノ’）β ご万〕ろ  
コ）f卜1れ1、結帖佐直隼潮ごrt㍉ろ  
）仙l州帖車リリ畑L∴結婚前詔勅諭∴り中  
り親∴伸＝∴ごい／しJlごL、′く＝L′）ノ 、】ハ／1ノ＼ご≠ノ吊申∴∴いろ場√ノンしぃ  
ー）二／）川牒∴結帰し ん‾後舶煩い∴パノー・′′「J．  
吊⊥＝巨■rlJ二ニコいじソ、i結㈱し ∵い石場合、IH恒亘小郡再壮≠  ∴‡†l 二い′て）  

】4一  



（3）仕事の有無、一週間の就業時間別にみた状況  

男性は、仕事が正規の場合18．0％、非正規の場合9．1％が、この4年間に結婚した。   

第1回の独身者について、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第4回の仕事の有無別  

にこの4年間の結婚の状況をみた。   

男は「仕事あり」の17．8％、「仕事なし」の6．2％が結婚した。仕事ありのうち、就業形態の正規・  

非正規別では、「正規」で18．0％、「非正規」で9．1％と、8．9ポイントの差がある。   

また、女の、仕事の有無や就業形態別にみた結婚の状況は、男のような大きな違いはみられない。  

（表3、図3）  

表3 性、仕事の有無別にみたこの4年間の結婚の状況  
（単位：％）  

総 数   結婚した  結婚していない   

男   （100．0） 100．0  16．4  8ニi．6  

仕事あり   （87．5） 100．0  17．8  82．2  

（再掲）正規   （58．9） 100，0  18．0  82．0  

仕  （再掲）非正規   （16．5） 100．0  9．1  90．9   

事  （12．4） 100．0  6．2  9二う．8  

の  

有   （100．0） 100．0  21．6  7軋4   

4旺  仕事あり   （89．2） 100．0  21．6  78．4  

（再掲）正規   （52．9） 100．0  21．6  7軋4  

（再掲）非正規   （30．8） 100．0  19．1  80．9  

仕事なし   （10．7） 100．0  21．1  78．9   

注：1）集計対象は、第1回独身で第5回まで回答を得られている者である。  

2）仕事の有無、就業形態は、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第4回の状況てある。  

3）「結婚した」には、この4年間に結婚した後離婚した者を含む。  

4）4年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  

5）「男」「女」には、仕事の有無不詳を含む。  

図3 仕事の有無別にみたこの4年間の結婚の状況  

仕事あり  結婚した  
l 

正規 18・0  

0％  20％  40％  60q0  80％  100サ○  

女  

仕事なし  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

往：】）集計対顔は、、第1日独身で第5い－はでトー】答を得られている宵であな  

2）什事のイJ▲無モ、就業形態は、「紙婚した」は糸．欄付け）、 r結婚していないj は第41叶〃状況である  

こう）「結婚した」には、二の4隼聞に結婚した後離婚した昔を含む 
4）4年IH「ご2L・11以日清媚している場合、最新の結婚の状況について計卜しているし  

－5－  

▼ て，’l「   



さらに、仕事ありであった者について、一週間の就業時間別にこの4年間の結婚の状況をみると、  

刀は40時間以1二が、40時間人満よりも「結婚した」の割合が高い。また、女は就業時間による違い  

はみられない。（表4）  

表4 件、 一週間の就業時間別にみたこの4年間の結婚の状況  

（単位：％）  

総数   結婚した   結女侍していない   

（100．0）   10（）．0  17．8  82．2  
1 （3．1）   100．0  7．5  92．5   
1 （∠1．5）   100．0  7．6  92．4   
つし （3．9）   100．0  10．2  89．8   
1 （47．6）   10（〕，0  18．2  81．8   
1 （17．9）   100．0  17．5  82．5   
∈  （16．5）   100．0  21．5  78．5   

（100，0）   10（〕．0  21．6  78．4  
1 （・ご1．0）   100．0  21．2  78．8   
1 （8．0）   10（〕．0  16．0  84．0   
〔．し （10．3）   100．0  25．4  74．6   

1 （51．2）   10（）．0  20．8  79．2   
1 （12．7）   100．0  16．9  83．1   
刷寺間以仁   （5．9）   100．0  23．5  76．5   

男
 
 

一
週
間
の
就
業
時
間
 
 
 

女
〔
 
 

注：1）集計対象け、第1回独身で第引・1はで回答を得られている甘で、「結婚Lた」は結婚前に、  

「結婚していない」は第1回に什【ホ・あり〝）昔であるし   

2）一週一帖拙漁業時制H、「結婚Lた」は結婚前ノ）「結婚していない」は第4回の状†兄である「   

こり「結婚したには、二の1隼l～りに結婚Lた後離婚した甘を含む、、   

り㌢同町で封し－1以H結婚している場合、最新の結朋状冊況に／っいて．汁1二Lている 

5）「ガ」「女」には、 一週IJijc7㌶釘業畔川畑不訂を含む 
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（4）結婚の状況別にみた就業状況の変化  

女性は44．5％が結婚後も同一就業を継続し、28．7％が離職をしている。男性は72．0％が結婚後も同  

一就業を継続している。   

第1回の独身者について、この4年間の結婚の状況別に、「結婚した」は結婚前後の、「結婚して  

いない」はこの1年間の就業状況の変化をみた。   

結婚した場合の「同一就業継続」は、男72．0％、女44．5％、「離職」は、男1．4％、女28．7％、結婚  

していない場合の「同一就業継続」は、男68．7％、女68．9％、「離職」は、男3．1％、女5．0％となって  

いる。（表5、図4）  

表5 性、この4年間の結婚の状況、年齢階級別にみた就業状況の変化  
川うイ立：％）  

総数  （再抱）  
新規   離職  無職  十二．‡1  
就業  継続  

‥二規   非l巨魁   

結婚した   （100．（））100．0  72．n  59．5  1．′1 11．5  （）．6   2．6  ：i∴う  ト1  1．′1 10．5  
21～25歳   （18．5） 川0．0  59∴う  ′用．0   ′1．7  11∴う   0．7   2．0   9∴う  ：う．3   2．7  ‖．0  
26～：う（）歳   （45．4）100．0  71．2  60．6   3．5  12．0   0．5  ：i．0   2．7   0．8  1．′1 12．0  
3上＼15歳   （30．1） 川0．O  HO．7  64．3   6．6   9．8   0．ボ   2．5   1．2   0．8   0．8  （う．6  
：う6～：う8歳   （5．9）100．0  72．9  62．5  16．7  2．1  2．1  日．3  

結婚していない  （1（）0．0）100．0  （軋7  51．7  （）．R  12．2   1．6   2．5   5．6  ：う．1  わ．3   2．2  

2′1～25叔   （】Ll） 100．0  55∴i  こう9．1 12．0  16．5   l．6   ノ1，5  1l．こう   ′1．2  11．6   1．1  

26～30歳   （こほ．8） 100．0  68．6  51．3  11．5  13．3  1．9   2．6   5．7   3．0   7．2   2．2  
31一＼一35歳   （30．8）100．0  7′1．1  57．7   7．5  10．1   1．6  l．6   3．5   2．6   7．1  2．2  
：う6～3日歳   （1こう．4）1（）（）．0  7ニう．6  55．5   7．2   日．（） （）．7  1．H   2．7  ：う．1  0．（う  ：う．1   

結婚した   （100．0）100．（）  ′′115  31．5  10．7  11．こう   3．1  ト1  ′1∴う  28．7  （う．1   5．1  
21～25歳   （20．9）100．0  こう9．7  封．3   日．1 13．6   3．3   0．9   2．3  ：ミ：う．6   7．〔）  2．8  
26～：和服   （50．6）100．0  ′′13．1  31．9   9．3  11．2   2．9  1．5   5．0  29．5   5．6   5．6  
ニう1～：ほ歳   （25．0）10（）．0  51．2  31．6  15．6  川．2   3．1   1．6   ′1．7  2：う∴1  5，1   5．5  
36～：う鋸妄   （ニう．5）100．0  17，2  27．パ  】1．1  8∴う   5．6  2．8  25．O   H．こi  H∴う  

女                                                                                                                                                  結婚していない  （100．0）100．0  68．9  ′16．5  20．0  1こう．6   2．0   2．2   5．3   5．0   5．1   1．8  
2′1～25歳   （21．1）100．0  66．2  ′′15．7  19．6  15．7   2．（）  2．8   5．9   5．0   5．5   1．H  
26（－：∃0歳   （′10．8）1（〕∩．（〕  67．5  ノ16．1 19．2   ほ．7   2．2   2．7   5，1   5，2   ′1．H   l．1  
3卜、35歳   （27．2）100．0  72∴1  ′1日．1  20．9  10．0  1．5  1．5   1．H   ∫1．H   5．R   2．2  
こう6～3鋸箆   （10．9）100．0  71．1  46．2  21．0  ユ1．1  0．7   0．7  1．7   4．7   6．2   2．2   

＝：1）乳汁対象は、第＝叶独身で第5いはて回答をて〔圭r，れている者である ただしノ、「結婚Lたには、調査と調査叫～l】に結婚し／、  
か／〕離肺Lた肴を除く  
2）隼齢は、 r糸［川†しノた」は結婚後択、「結婚してい／言い」け第5卜小ノ）イド齢であろ 
封就業状況明変化J七、「緋媚し／た」け結湘拍1緩び〕、「結婚していない」どt第∠l巨Jlかr」昔‡5【＝＝二かけての就業状況ぴ）変化であろ 
1）4イドドりで2iロl以上結婚している場合、最新の結婚〝）状況について計卜しているr  

結婚した  

2．2  

結婚していない  687  

女  

4・l・   結婚した  

軌ていない  689 

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

汗：1）集計対象は、第1H独身で第5卜りよでl‖l答を得られている甘であるし、ただし、結婚したには、調査と調査（／川りに糸．－．婚し、  
かつ離婚した音を除く。  
2）就業状況の変化は、「結婚した書 は結婚前後の、「結締していない」は第4回から第5l‖】にかけての就業状況び）変化である。  
ニう）4年間で2lLJl以卜結婚している場合、最新肌結婚の状況に／ついて計卜Lている（  
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（5）所得額別にみたこの2年間の結婚の状況  

男女ともに、「400～500万円未満」で「結婚した」の割合が最も高く、所得額が高くなるほど、結  

婚の割合が高くなる傾向がある。   

第3回の独身者について、「結婚した」は、第3回から第4回問の結婚は平成15年中、第4回か  

ら第5回間の結婚は平成16年中の、「結婚していない」は平成16年中の所得額階級別に、この2年  

間¢r）結婚の状況をみた。   

男女ともに、「∠100～500万円未満」で「結婚した」の割合が最も高く、所得額が高くなるほど、結  

婚の割合が高くなる傾向があり、特に、男では、最も低い「100万円未満」で4．4％、最も高い「400  

～500万円未満」で13．4％と、9．0ポイントの差がある。（表6、図5）  

表6 性、所得額階級別にみたこの2年間の結婚の状況  

（単位：（シら）  

男  女  

総数   
結婚して  

結婚した   いない   総数   
結婚して  

結婚した   いない   

（100．0）   100．0  9．1  90．9    （100．0）   100．0  12．5  87．5  

（巨L4）   10（〕．∩  4．4  95．6    （13．6）   100．0  9．8  90．2  

ナ示  （12．（り  1（肌0  5．1  94．9    （2ニう．7）   100．0  11．6  88．4  

予示  （20．9）  100．0  9．9  洲．1  （28．2）  100．0  14．1  85．9  

子戸  （21．5）   100．O  11．6  88．4    （15．8）   100．0  13．8  86．2  

百  （11，H）   100．0  13．4  86．6  （5．7）   100．0  15．6  84．4  

（7．4）  100．0  10．7  89∴i  （ニう．0）   100．0  14，3  85．7   

総数  

10∩万円未満  

100～200ノノ円木  

200～300ノブ円木  

う00～400力▲円末  

400～500力▲円／科  

500月一円以上  

汗：＝焦．汁対（畑土、第こぅ  独身で第封・T】たで回答／呈・子1J二「）れている首でぁる 仁′′ごし、胡たと誹けかり廿に結婚し、かつ離婚した者を除く  

か所得翻と仁よ、l侶伸ノ）「働いて‖た州す＝ と そノ）他J）所々1j▲ し／）㌦汗余裾ごあろ  
：i）所イ拍鉦土、「経机‡しノた rL、第ニi・・†′小し■J第1い＝伸ハ結相い＝′二成15イト小、   

第11＝しい「J第5【t－＝両川結柾汀仁l′成16年・い｛ノ〕 ノ1．1購しノていないJt、卜成16勺川木ハ状況でぁる  
1）総放にごt、所得裾不．けを「キむ 

5）2勺用いで1回以卜糸．1f婚Lていろ場合、最凍拉）ホ．欄恒里畑肌二／〕いて．汗上している 

図5 所得額階級別にみたこの2年間に「結婚した」者  

100万円未満  100万円未満  

10〔い〉200万円未満  用0～20Cl万円未満  

200～300万円未満  200～300万円未満  

300～400万円未満  
300～40C万円未満  

400～500万円未満  
400～500万円未満  

500万円以上  
500万円以上  

0ワ0  5□8  †0％  15％  Oqα  5□0  108D  1500  208b  

ー11）集計女、j象H、箭∵川叫舛身て肯与5回Eで川答う∴‖▲レ■）れごいろ賞ご√妄′－ろ たたしノ、劇作と誹査〔川7ijに糸．欄盲L、かノJ離婚しノた首を砕くL  
2）所‖灘巨ヒご上、l牛関れ働いて‖十両雄 と そリ）他〟）頼子〔j」レ）合計金翻でふろ   

：侶畑㍑触丈、弟3回か1、J第」川神川結媚け十両lシ牛申、第」l・咽l「J第封＝吊りゾ）結姉江平成16イ巨い／珊、二況である 

l）2イ＝■りて2川1ソトホ．用‡lノ1㌧㌃場合、最新れ紬肘ノ雄二祝にノ〕いて計上Lている  
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2 仕事をしていた女性の結婚後の就業継続の有無  

（1）年齢階級別にみた状況  

女性は、仕事が正規の場合57．7％、非正規の場合39．4％が、結婚後も同一就業を継続している。   

表5のうち、この4年間に結婚し、結婚前に仕事をしていた女性について結婚後の就業継続の有  

無をみると、「同一就業継続」は49．8％、「転職」は12．7％、「離職」は32．1％となっている。   

また、就業形態別にみると、「正規」では57．7％、「非正規」では39．4％が「同一就業継続」となっ  

ている。「非正規」では、「離職」が39．8％となっており、21～25歳では、約半数が離職している。  

（表7、図6）  

表7 年齢階級別にみた女性の就業継続の有無  

（単位二％）  

（再掲）  

正規へ  

総数  

21～25歳  

26～30歳  

31～35歳  

36～38歳  

（再掲）正規  

21～25歳  

26～30歳  

31～35歳  

36～38歳  

（再掲）非正規  

21～25歳  

26～30歳  

31～35歳  

36～38歳  

（100．0） 100．0  

（20．9） 100．0  

（50．4） 100．0  

（25．2） 100．0  

（3．5） 100．0  

（100．0） 100．0  

（22．0） 100．0  

（51．5） 100．0  

（23．2） 100．0  

（3．3） 100．0  

（100．0） 100．0  

（21．5） 100．0  

（50．2） 100．0  

（26．2） 100．0  

（2．2） 100．0  
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注：1）集計対象は、第1回独身で第5回まで回答を得られ、この4年間に結婚し、結婚前に仕事ありの女性である。  

ただし、調査と調査の間に結婚し、かつ離婚した者を除く。  
2）4年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  

図6 女性の就業継続の有無  

総  数  

（再掲）正規  

（再掲）非正規  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

汀：1）集計対象は、第1回独身で第5巨叶まで回答を得られ、この4年間に結婚し、結婚百子‖こ仕事ありの女件である。  
ただし、調査と調奄の間に結婚し、かつ離婚した者を除く。  
2）4勺澗で2回以仁結婚している場合、最新の結婚の状況について計Lしているし）  
3）「汀三規」「非止規」は、結婚前の状況である。  
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（2）1年前の「結婚後の就業継続意欲」別にみた状況   

1年前に、仕事を「結婚した後も続ける」と考えていた女性の72．9％が、結婚後も同一就業を継続  

している。   

第1回から第4回までの独身者について、この1年間に結婚し、結婚前に仕事をしていた女惟に  

ついて、第4回の結婚後の就業継続意欲別に就業継続の有無をみた。  

1年前に、仕事を「結婚した後も続ける」と考えていた女性の72．9％が、結婚後も「同一就業継続」  

となっている。   

重た、就業形態別にみると、「正規」では80．5％、「非正規」では65．0％が「同一就業継続」となっ  

ている。（表8、図7）  

衣8 第4回の結婚後の就業継続意欲別にみた女惟の就業継続の有無  

（単イl】／二（鋸  

総数  

一」ユ ノl     結婚Lた緩   

こぃ1   結婚を機：二  

考えていナL   

（再掲）‥二規  

結婚した緩   

リ座  糸．欄寺を機に  け 
二  
考えこいナi  

（再掲）」＝   

」1藩 皿 規  結婚Lた緩   結婚を機に  

考えていブL  

し川り．（）） 1（）∩．り  

（5fi．H）  川（）．（）  

（2リ．5） 川丑0  

（l：ミ．7） 1（）0＿0  
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ご蕃〕締りろ  

やめろ  

：し＼  

（1〔札り） 1り0．0  5H∴う  

（う‡），（）） 10り．り  Hn．5  
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 汗．渠計村象H、第IHれ亘識ト＝叫こて独身∴ 肯ち5  巨でいけ‡をイ〔ト、）オ【た二侶l勺・榊∴結媚Lた訂湖汗舟∴＝1√を）り〃）反什ソ）rl亡）、  

第」伸ノ珊潮沌欣が、継よハ仁い け〔ろ′ミくLたいrビイ －」J．iえノこい 「¢）Eりしたくない〔ハし、ずれか〃）音であろ 
たたし、朗杏上．朴直川＝「結姉L、かっ離朝しノ首を叛く  

囲7 第4回の結婚後の就業継続意欲別にみた女性の就業継続の有無  

第4回から第5回にかけての就業継続の有無  

結婚した後も続ける  

19 
結婚を機にやめる  

考えていない  ［
 
－
 O 20qb  40㌔  60％  80㌔  100㌔  

汗＝粟計対象は、苅1吐小㍉弟」い＝三ご独⊥才ご、r了i5いりE〉ごL・りケ‡を干しト、Jオl／二エリ）l牛＝i」にホ．【「姉Lた結婚前に什ルあり〃）文化J）う守J、   
第1回ソ舶婚ぷ：欲′1－、絶対Lたい けころノミくしイーし、「′レ、㍉し、）とそ，毒えプ言い 毒）妄りLた〈プ言い いし、ずれカーゾ）者であるL  

たたL、調査と胡ナニL／川りにホ∴媚し、、ノ）離婚しノ′′一石／を′ド〕：く  
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結婚を考えている相手や家族が退職することを望んだり、あるいは、会社に働き続けにくい雰囲気  

があるということがあった女性では、「同一就業継続」が35．3％、「離職」が55．9％となっている。   

第4回の結婚後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別に、就業継続の有無をみると、  

「結婚を考えている相手や家族が結婚後退職することを望んでいる」あるいは「会社に結婚後働き  

続けにくい雰囲気がある」ということがあった場合、「同一就業継続」が35．3％、「離職」が55．9％と  

なっている。   

また、「結婚を考えている相手や家族が結婚後退職することを望んでいる」、「会社に結婚後働き続  

けにくい雰囲気がある」ということがいずれもなかった場合、「同】・就業継続」が54．2％、「離職」が  

27．6％となっている。（表9、図8）  

表9 第4回の結婚後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別にみた  

女性の就業継続の有無  

（単位：％）  

同一就業  
総数  継続   転職   離職   

．．．第  
（100．0） 100．0  51．5  15．9  ニうL7   

黎4 人族l叫  総数  

⊥ての♂〕 社暑  結婚を考えている相手や家族が退職することを望んだり、   
（15．0） 100．0  二う5∴う  8．8  55．9   

J）ぇ  あるいは、会社に働き続けにくい雰囲気がある   
万  
や  卜ご己♂）ようなことはいずれもない   （84．6） 100．0  54．2  17．2  27．6   

往＝l）集計対象は、第1卜」】から第4「軋たで独身で、第5［軒主で卜り答を得られたこの1年牒に結婚した結蛸前に什事ありの女件のう、ら、  
第4回の結捕ぷ欲が、「絶対したい」rなるべくしたい」「どららとも言‾えない「あまりしたくない」ぴ）いずれか〝）者である  
ただし、調査と調査の閲に結婚し、かつ離婚した者を除くし 
2）総数には、結婚後の就業継続に関する家族の考えノノや会社の写別井l気不評、就業継続の有無不詳を含む 

図8 第4回の結婚後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別にみた  

女性の就業継続の有無  

結婚を考えている相手や家族が退職  
することを望んだり、あるいは、会社に  
働き続けにくい雰囲気がある  

上記のようなことはいずれもない  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

注：り集計対象は、第1L吐から第4回まで独身で、第5［可まで回答を得られた二〝）】隼閏に結婚した結婚前にfl二事ありの女件の〕ち、  
第41ulの結婚意欲が、「絶対Lたい」「なるべくしたい」「どちらとも「キえない」rあまりしたくない」のいずれかの者▼ごある、 

ただし、調査と調査の間に結婚し、かつ離婚した者を除く〔－  
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Ⅱ 夫婦における子どもの出生の状況  

1 この4年間の出生の状況  

（1）出生の状況  

この4年間に、第1回からの夫婦の33．2％、第2回からの夫婦の70．7％、第3回からの夫婦の52．5％、  

第4回からの夫婦の39．3％に子どもが生まれた。   

この1年間に、第1回からの夫婦の5．5％、第2回からの夫婦の20．0％、第3回からの夫婦の21．8％、  

第∠l回からの夫婦の39．3％に子どもが生まれ、この4年間では、それぞれ33．2％、70．7％、52．5％、39．3％  

の夫婦に1人以上の子どもが生まれた。（表10、図9）  

表10 妻の年齢階級別にみたこの4年間の出生の状況  
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図9 この4年間の出生の状況  

第1回からの夫婦  

第2回からの夫婦  

第3回からの夫婦  

第4回からの夫婦  

Oq8  20％  40年o  60ウノ0  80％  100％  

Ⅰ：1）某．汗対象ごt、仁［∴」Lブ∵．；亥、【トトろJ、／恒卜二、′♭〕ろ  

、1、弟1い・†ノいノ：Ji5rトニメズん‘フトレ ー・】け‡をキ〔巨Jか、ニいろノヾ鋸  
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い r＝′lぁり㌣圧、人∵と漣ノノ∴－‾ノLL】E？宇を什こ小Jノノ）H′卜ご有）る  
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（2）妻の仕事の有無別にみた状況  

子どもがいなかった夫婦は、妻の仕事が正規の場合の43．9％に第1子が生まれている。   

第1回、第2回、第3回及び第4回からの夫婦について、「出生あり」は出生前の、「出生なし」  

は第4回の妻の仕事の有無別に、この4年間の出生の状況をみた。   

「仕事あり」で就業形態が「正規」の場合37．3％、「非正規」の場合19．3％、「仕事なし」の場合38．6％  

に子どもが生まれている。また、子ども数にかかわらず、「非正規」の場合に子どもが生まれている  

割合が低い。（表11、図10）  

表11 妻の仕事の有無別にみたこの4年間の出生の状況  
（単位：〔舛，）  

総数  †一どもなし  1人  2人以仁  

■しI招i あり  出／L なし  総数  第1／一 ■【fl生  第2†－ ′巨  都3「一  
総数  総数   H  

あり   あり   H牛 なし  総数   ／洲降 出′Lあり  H 
妻   
総数   （100．0）100．0  31．1 68．6 100．0  38．2  61．8 100．0  52．9  47．1100．0  ‖．9  85．1   

♂）   仕事あり   （6（）．2）100．0  26．6  7二i．1100．0 ：う軋H  61．2 100．0 15．6  51．1100．0 10．7  とi9∴う   
仕  

事  （再掲）11三規  （19．7）100．0  37．3  62．7 100．0  43．9  56．1100．0  57．6  42．4 100．0 13．8  86．2   
の  
有  （再掲）非」巨規  （31．6）100．0 19．3  80．7 100．0  32．3  67．7 100．0  33．8  66．2 100．0   7．9  92．1   

無   〃二事なし   （39．7）100．0  こう8．6  61．4 100．0  こ∃軋8  63．2 100．0  59．4  40．6 100．0  21．5  78．5   

注：1）集計対象は、Ⅷまたは②に該、11する人婦である（′ ただし、真の r出空前データ」が得られていない人婦は除く。  

心第1巨－】から第5し可まで叔んかJJL＝】答を絹イ，れている人偏  
（』第1回に独身で第4［・iほでの肛に結婚し、糸封倖後第5「珂吏で双ノノから［呵答を得られている大姉  
2）什事♂）有無、就業形態は、申廿凍り」はH／†揃f〝）、㌻Hl／トなし」は第4巨一拍）りこ況であるrJ  

3）「′・どもなし」「1人」「2人以卜」は、侶／ヰミ前の状況である‖  
4）4隼間で2人以ヒ侶／Lありの場合は、末／▼に／）いて計上している 
5）総数には、什瓢ル有無不ぶを含むr 

図10 妻の仕事の有無別にみたこの4年間の出生の状況  

子どもなしの夫婦  

0ワも  20？′占  40％  60％  80％   100％  0％  20％  40ウら  60％  80％   100％  

子ども1人の夫婦  子ども2人以上の夫婦   

第3子以降出生あリ  

第2子出生あリ57．6  出生なし86．2  

仕事なし  仕事なし  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

か乃「H生前データ」が得られていない大姉ユ除く〔  

0％  20％  40％  60％  80％    100％   

托：1）集計対象は、圧）または②に該、⊥1する夫婦である。ただし  
〔0第l回から第5r‖はで双方からい1答を得られている大姉   
②第1何に独身で第4回までの町こ結婚し、結婚後第5叶圭で双方▲からl可答を得られている夫抑  
2）仕事のイ］－無、就業形億は、川1／トあり」はけ1′h）r†の、「Ⅲ隼なし」は第4【「車け伏況である（  
：弓）「r・どもなし」「1人」 r2人以l二」は、H隼前の状況である。  
4）4年間で2人以L州′トありの場合は、未了▲について計上しているノつ  

－13－  
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（3）妻の職場における育児休業制度の有無別にみたこの3年間の出生の状況  

子どもが1人いる夫婦では、妻の職場に育児休業制度がある場合45．5％、制度がない場合28．0％に  

第2子が生まれている。   

第1回、第2Lリ1、第3r・－1及び第4回からの夫婦明うち、「山生あり」は出生前に、「出生なし」は  

第4回に妻が会社等に勤めていた夫婦について、妻の職場の利用吋能な育児休業制度の有無別に、  

この3年間の出′上の状況をみた。   

真の職場に、育児休業の「制度あり」で、「第1子≠生あり」は34．3％、「第2子出生あり」では  

45．5％、「第3子以降出生あり」では10．9％となっており、「制度なし」では、それぞれ31．2％、28．09も、  
5．2％となっている。（表12、l又111）  

表12 真の職場の育児休業制度の有無別にみたこの3年間の「H生の状況  

（・H 

総丑（  】ノ、  ご人1、1」  

【  皿  l  1 ′1t  ：†ユ1   トト  j）う川りく J  ト′ノ〔し  

＝＝り」〕 1川）rl 」什り  Tt）】 ＝州〔I ：う」．ト  （；7．コ 1（岨．（）  二＝．H  ti5．J l川）l）  7∴う  りコ．7  

t甘い ！＝り r〉  」li．H  「リ  】1）tl（）  l  （〕  1川）（1 l1．う  5しう 1（）り．（） 1（）t） Hり．1   
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（4）夫の休日の家事・育児時間別にみた状況  

子どもがいる夫婦は、夫の休日の家事・育児時間が長い方が第2子以降の生まれる割合が高く  

なっている。   

第1回、第2回、第3回及び第4回からの夫婦について、 「出生あり」は出生前の、「出生なし」  

は第4回の夫の休日の家事・育児時間別に、この4年間の出生の状況をみた。   

子ども1人の夫婦では、「家事・育児時間なし」で20．5％、「8時間以上」で63．2％に第2子が生ま  

れている。また、子どもがいる夫婦全体でみると、「家事・育児時間なし」で7．5％、「8時間以上」  

で40．1％に第2子以降が生まれており、家事・育児時間が長いほど子どもが生まれている割合が高く  

なっている。 （表13、図12）  

表13 夫の休日の家事・育児時間別にみたこの4年間の出生の状況  

（中位：％）  

総数  「どもなし  1人  2人以」二  

弟1」  苅2／  て巧こうr  

総数   ＝隼あり  Ltノ′トニなし  総数   ＝′卜あり  ＝1イ王L  総数   什牛あり  tロイ亡し  株数   以降 卜′卜あり  †廿なしノ   

総数   （100．0） 川0．0  こう1．5  6R．5 iOO．0  こ18．1 6l．9 100．0  5：う．0  ′17．O 100．0 】5．0  85．0  

夫                         家事・育児日用軌L  （H．9） 100．0  25．7  71．：う 100．0  こ拍，：う  60．7 100．0  20．5  79．5 100．0  1．】 98．9   
∵十  
家休  2時間来澗   （26．9）100．0  27．2  72．8 100．D  37．9  62．1100．0 ：i5．9  61．1 川0．0   8．7  別．3   

事＝ ・〔∴  2～4時間木l満   （21．∫′1） 100．0  27．1  72．6 10（〕．0 ：汁6  6F；．1 100．0  51．2  1日．8 100．0  11．7  R軋3   

＿∠ヾ H  （13．6）100．0  こぅ1．′′1 65．6 100．0  45．5  5′1．5 100．0  56∴う  13．8 100．0  19．6  80．′1   
圧て   
帖  6（）H‖判別木湖   （5．9） 川0．0  こi9．1 6（）∴）100．0  50．0  50．0 100．0  63．8  36．2 100．0  け′1 82．（；   

r‖   日時間以l （1～）．3）lnO．0  40．3  59．7 100．0  55．6  44．1 1（〕00  6こぅ．2  36．8 100．0  2′1．1 75．6   

往：＝集計対照再、〔D圭たけ怒に該：」トナ一る‖㍍大凧て凍る「ノ ただL、よ〝）「廿′hlγげ」ノータ」が得られていないノこ妬ま除くし  
浩第1l［】Jから第5い∫†よで双方一か「J回答を‖量れている左裾  

②第1l‖lに独身で第4l‖はでのl昔】に結婚し、結婚後第5回まで双ノノからぃり答を得られている夫鋸   
2）家一拝・育児時間H、1川二あり」は川井誹」L7）、「川牛なし」は第4l・・】ぴ〕状r兄である」   

：う）FどもなL。「1人」「2人以上二」は＝／hlγ付〕状況である 
弟4年≠で2人以トリ川■性ありの場合沃、来rに／）いて計卜している′J   

5）総数にけ、家中∴†相川邪i】イ＼．洋を含むL  

図12 子どもがいる夫婦の夫の休日の家事・育児時間別にみた  

この4年間の第2子以降の出生の状況  

出生あり29．4  出生なし70．6  総数   

家事・育児時間なし  

2時間未満  

2～4時間未満  

4～6時間未満  

6～8時間未満  

8時間以上  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

往：1）集計対顔烏、〔0王たは②に該、lり‾るl－吊㌢左婦である〕ただし、姦の「‖性前チーク」′甘得られていないん帰は除くし  
〔カ第1lulから第5何点で叔カから回答を得られている人婦  
②第1回に独身で第4L・・はでの聞に結婚し、結婚後苅5匡ほで叔ノブか「」‖1答を得られている大姉   
2）家事・育児時間は、「川／巨あり」は旧年前〝）、「州ノトなし」は第4回の状況である   
3）4年間で2人以上のけ丑ありの場合は、末「に／ついて．汁Lしている 
1）総数には、家事・育児時聞不詳を含む。  
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（5）住居の床面積別にみた状況  

住居の床面積別に出生の状況をみると、「出生あり」総数では「25∩了未満」が最も高くなっている  

のに比べ、「第2子出生」では「150～200ポ未満」が最も高くなっている。   

第1回、第2回、第3回及び第4回からの夫婦について、「出生あり」は出生前の、「出生なし」  

は第4回の住居の床面積階級別に、この4年間の出生の状況をみた。  

「rtl生あり」の割合を＝生順位別にみると、「第1子汁性あり」では「25ni未満」の56．5％、「第2  

子出′とあり」では「150～200rげ未満」の63．6％、「第3子以降出生あり」では「200n了以上」が23．8％  

と最も高くなっている。   

また、住居の床面積別にHl生の状況をみると、「出生あり」総数では「25n了未満」が最も高くなっ  

ているのに比べ、「第2子出生」では「150～200ni未満」が最も高くなっている。（表14、図13）  

表14 住居の床面積階級別にみたこの4年間の出生の状況  
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＝」」巨いご、2人以仁≠ノし右〕りレ）場．′H〔、ヰこI’▲；rノ）い」吊l．してし、ろ  

5）春美三数にごt、住居山伏油硯＝、詳キ乃∴  

図1ニう 住居の床面積階級別にみたこの4年間に「出生あり」の夫婦  

書2子出生  

25∩イ未満  

25～50ポ未満  

50～75∩イ未満  

75～100nて未満  

100～150∩ヾ未満  

150～200∩て未満  

200ポ以上  

430  25ポ未満  

25～50n了未満  

50～75nて未満  

75～100∩て未満  

100～150n了未満  

150～200n了未満  

200∩了以上  

汗：＝仕ト打象＝、「［J‾け′ご∴i亥、1†ろ同日人帰ごふろ ト′ごし′、友〔ノ）【J†t′h川ナーケ′って干し阜「J～lごいなし、人机上除く  

L弟1回／ノ、ゝ）：T15L】r Eてメ叉ノノ／ノノー「JL】け‡セキ〔ト、Jれていろん両  
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（6）夫婦の合計所得額別にみたこの3年間の出生の状況  

「出生あり」の割合を出生順位別にみると、「第1子出生」では「100万円未満」が57．1％、「第2  

子出生」では「100～200万円未満」が56．3％、「第3子以降出生」では「200～300万円未満」が18．2％  

と最も高くなっている。   

第1回、第2回、第3回及び第4回からの夫婦について、 「出生あり」は、平成16年6月から平  

成17年5月までの出産は平成15年中、平成17年6月から平成18年5月までの出産は平成16年中、  

平成18年6月から平成18年10月までの出産は平成17年中の、「出生なし」は平成17年中の夫婦  

の合計所得額階級別に、この3年間の出生の状況をみた。   

「出生あり」の割合を出生順位別にみると、「第1子出生あり」では「100万円未満」が57．1％、「第  

2子出生あり」では「100～200万円未満」が56．3％、「第3子以降出生あり」では「200～300万円未  

満」が18．2％と最も高くなっている。（表15、図14）  

表15 夫婦の合計所得額階級別にみたこの3年間の出生の状況  

（il付 ）  

総数  」ノど雪）なし  1人  2人r」  

苅：i「  

組数   
寸lノトニあり  】1／1ミなし  総数  第If′▲ 州／卜あり  H′巨なL  総数  弟2I H／トあり  †1／卜／亡lノ  総数   以降 州／卜キ・り  Hノ仁なし   

総数   （100．0） 100．（）  23．7   7（う．こi lO〔）．n   こうこう．1  66．t） 1（州．0   ′1】1  5R．9  】nO．0   ＝）．7   日t）∴う  

川（）力リ人†51i   （2，7） 100．0  ：う2．6   67．′1 10（）．0   57．1  ′′】2 日 10（）．（） 11．7   5日∴i lOO．（）  1う．9   針1．】  
川（ト2川）ノJ＝来満   （1，6） 100．0   こ∃7．0   6：与．O l（札0   52．9  17，1 100．（）  56∴う   ′1：l．8  100．0   ヒ）．5   90．5  

夫 婦                                                                                              2（）〔卜：…）ノ」rJj舟l㍑i   （5．n）  圧）0．0  ：12．9  （；7．1 10（），0   小1．H   55．2  川0．∩   ′′12．0   5H．0  川0．0  1う．2   日l．ボ   
J）  こう00、一′lnOノ」‥j人溝   （11．5）  川0．n   29．H   70．2 100．0  10，0   60．0  川0．り   ′′16．3   5ご与．7  10り．0  1ト′1  85．6   
合  1nn～封）0力l】木溝   （川0） 100．（）  26．5   7こぅ．5  川0．0   35．9  （il．1 川0，（）  ′1ニう∴う   56．7  1（肌0  】2．（う   87．ノ1   
500～抽〕n力Ir仁木溝   （用．6）  川0．〔）  2l．～）  7H．1 】00，0  ：i：i∴う   66．7 100．n  ：うHH   hl，2  10（）．n  】0．7   日9．3   

桝  （i（）0～′71日ノ」＝木浦   （】l．6） 100．0   21．5   7R．5 】00．（） ：i7．5   62，5  川0，0   こi5．5  （1′′1．5  100．0    日．り   射．0   
裾  7（）（トH（）（）力Irj府笥   （7．7）  川0．0  】7．7   パ2．3 】00，0   27，5   72，5  川0．（）  26．7   7ニi∴弓  InO．O    H．5   射．5  

机）0ヘイ柏（）ノ」＝来1澗   （5．6） 1（〕0．り  】9．n   HI，0 】00．0   26，2   7こう．H l〔）0．0  ：用．7   61∴i l（）（），O    G．H   ミ）3．2  

リnn～い）0（圧川し桔l㍊J   り．0） 100．0  18．2  日Ⅰ．冒 100．0  27．0  7ニミ．（） 川0，（）  26．3  7こう．7 10〔）．0   7．（）  9：う．0  
1，UOO力lLjlソ、ト．   川．2）  川0．0  】5，絹   Rl．2 1〔）0．（） 1H．こう   Hl．7 1（札（）  26．5   7ニ弓，5  100．0  】0．2   冊．R   

仁：1）集汁対象H、（1∴たたはこ2Jに該、Ll？る■仙」人妬で音）ろL ただL、平城16隼5ノj以伸f〝）Lt楢三で、＝／l二両び）叫†「＝制が、トIJ父 トil卜1】以両と′仁ろメこ媚を隙く 
Lニり芽l】何から節5同tで叔ノノから回答を得「Jれている人婦  
鵠第IIL・1に独身で第4回までに糾婚L、第5「‖1圭で叔んかご〕卜∫1答を得られていろノ、如  
2）所得裾は、ノヾ姉げ）総所得勧であり、「廿．′十．あり」沃、半祓1（う勺一6ノ用、rパ′▲力k17隼5JI去こ叫†川iま＼ト成15イl‥r、十戒17イ16月かJ）、伸長1H隼5」】tで〔／川J）√．rl   
十戒】6年lい、、卜成1R中一6J】か「ノ、軌長】パイ1】0り美てり汁ル払㍑l′成】7イl】】ゾ）、 廿tなL」（トト成17中11リ）状7兄てある  
：i）「予ど≠）なし」 】人」「：∠人以1二」‘王、】l′l「Ⅲ机状rJLでカ）ろ  
1）：i叫～りで2人以」：．L十什ありり）場合比、来「に／〕いて汗巨Lていろ 5）総数に卜主 

、拙守拝観イ、詳を・杏h  

図14 夫婦の合計所得額階級別にみたこの3年間に「出生あり」の夫婦  

書2千出生  鱒1子出生  

100万円未満  

100・－200万円未満  

200～300万円未満  

300～400万円未満  

400－500万円未満  

500－600万円未満  

600～700万円未満  

700～800万円未満  

800～gOO万円未満  

900～1．000万円未満  

1．000万円以上  

0ヽ   10㌔   2肌   3肌   40㌔    50㌔   6肌   0ヽ   10㌔    20＼   30ゝ   40ヽ    5肌   60ヽ   0ヽ   10ヽ   20ヽ   30ヽ   40㌔    5D㌔  

注l）集盲十対象は、〔Pよた（t〔』に占亥、11するF∫」居人妬である（ノ ただし、、l′戌】6年5J」以l裾／川＝重て、．＝牛前の所得儲け、n或14年中以≠」となる夫婦を附くJ  
り第1L・】しう、rJ第5L‖はで双ノノかJJい】答を得r）れている左裾  

弐第lい＝こ独身で第4Fほでに結婚tノ、第5トほで叔ん‘からl‖r答を子持「Jれているん婦  

2）所得裾は、ん婦の総所得魔であり、十戒1日勺6Jlから、ドh丈17イト5J】主で叫ル勘い1二成】5イlヰ」、竹】長17隼6J】から十戒1H隼5りまでの廿庫は  

、腑k16イ巨申、、仁成18年f川かい腑長18隼lりJl去てL7川＝取ま、伸長17隼中の状況である   

：i）3隼間で2人以卜H什ありぴ）場合は、来日ニ／）いて計上しているノ  
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2 仕事をしていた妻の出産後の就業継続の有無  

（1）出生順位、就業形態別にみた状況  

仕事をしていた妻は、仕事が正規の場合70．4％、非正規の場合22．2％が出産後も同一就業を継続し  

ている。   

第1l‖I、第2回、第3回及び第4【Fりからの夫婦のうち、この4年間に子どもが生まれた夫婦の、  

出産前に什事ありであった妻について、日産後において「同一就業継続」であ／〕た割合は、48．6％と  

なっている。また、日生順位骨」にみると、「第1了・」では42．0ワら、「第2子」では55．0％、「第：う子以  

降」では47．7－‰となっている（   

さらに、就業形態別にみると、「軋軋」では70．′1％）、r非正規」では22．2％が「同・就業継続」と  

なっている。（表16、［稟115）  

表16 出′H‖身位、就業形態別にみた．■11産後の就業継続の有無  

（単位：％）  

総数   同 一就業継続  転職   離職   不詳   

（100．0） 100．0  18．6  6．5  41．3  3．7  

（36．8） 川0．0  42．0  2．2  52．5  3．3  

（′11．1） 100．0  55．0  8．4  32．7  4．0  

■一以降  （22．2） 100．0  47．7  10．1  38．5  3．7   

1仁規   （′15．3） 100．0  70．1  2．2  26．5  0．9   

非止規   （二う8∴4） 100．0  22．2  10．1  66．7  1．1   

（再掲）  

（内二掲）  

汗：＝焦．汁よ、十象圧、】＼∈上ごヒ、ソ＼に該、】1し、か／）：iにi亥、」1rLjフ〇ニソ）十吊．■i」にJ′・キ：、、ヰ‥：ミ′卜たれたノこ帰で（を〕ろ  

1第＝1∫ぃり、レ、Jこr‡5L・Jlたてメ叉んかごノいり7‡ろ二子Lト、〕カlていろノニカ′．ー：  

字第＝lり∴二抽斗て昔り回生でし′）㈲に結婚し、結姉彼甘け丹†∈て双ん‘かし－）LL・け‡を子ミ圭「Jれていろ左裾  

1㍉＝1催l〕1」によ／：りト車ふ汗ごLを）／パニ左仙・  

二三）1イ川りで2人目上北′ト♭）りし川ぶ今日、木J′∴ノ〕いて汗上してい′フ：）  

l宍！15 出／H瞼位、就業形態別にみた出荏後の就業継続の有無   

転職  

茎＝  

・盲サ∴   

ト 3・3   

総数  

第1子  

第2子  

第3子以降  101  

（再掲）正規  

（再掲）非正規  

（I％  20％  40％  60％  80％  100％  

－巨：り集計紆射一丈、l£た圧¢に詣㍗∴、かつ′′二i、に．i亥、」トトろニノ）1イトlハJにJ′▲ヒJヰ）が′ヰi王れた人射であろ  
い弟】いけ叫㍉弟5い†たで双ノノノ1、レ、JいF答を子〔i▲JJれていろ／小1‡  

ご二第一巨＝二独身F弟」‖lヒで〔／）聞に糸．■f婚tノ、ホ．i．媚後節う回美で牒J′′ン、「Jr・り？‡を斉し圭J〕れていろ長姉  

訂＝藻前によが什jト「い′Jであ／〕たノこ帰  

2）十牛－iトニ2ノ、以上骨′卜寿）りソ）場合け、木J′・に／〕いて計lしノている   

：う）r【卜規 r非‥二現」J主、州境【1rrJ）」ノこ√兄であろ  
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（2）妻の職場の育児休業制度の有無別にみた状況  

妻の職場に育児休業制度があり、利用しやすい雰囲気がある場合は77．9％、制度がない場合は19．3％  

の妻が、出産後も同一就業を継続している。   

第1回、第2回、第3回及び第4回からの夫婦のうち、出産前に妻が会社等に勤めていて、この3  

年間に子どもが生まれた夫婦（表12において「出生あり」であった夫婦）について、妻の職場の利  

用可能な育児休業制度の有無別に、出産後における妻の就業継続の有無をみた。   

「同一就業継続」の割合は、育児休業の「制度あり」では73．9％、「制度なし」では19．3％となっ  

ている。また、「制度あり」のうち「利用しやすい雰囲気がある」では77．9％、「利用しにくい雰囲気  

がある」では70．4％となっている。   

さらに、就業形態別に見ると、「正規」で「制度あり」では81．5％、「非正規」で「制度あり」では、  

34．8％が「同一就業継続」となっている。（表17、図16）  

表17 妻の職場の育児休業制度の有無別にみた就業継続の有無  
（単位：％）  

総数   同一就業継続  転職   離職   不詳   

山  総数   （100．0） 100．0  47．6  6．5  45．2  0．7   
庵  制度あり   （48．6） 100．0  73．9  2．8  23．2   
前   利用しやすい雰囲気がある   （26．4） 100．0  77．9  2．6  19．5   
♂）  

利用しにくい雰囲気がある   （9．2） 100．0  70．4  3．7  25．9  
（12．3） 100，0  66．7  2．8  30．6   

妻 ぴ〕                      どちらともいえない                   職  制度なし   （28．4） 100．0  19．3  9．6  68．7  2．4   

場  制度があるかないかわからない   （17．8） 100．0  23．1  9．6  67．3  

の  
育                     （再掲）正規   （100．0） 100．0  71．7  1．3  26．3  0．7   

児  制度あり   （78．3） 100．0  81．5  0．8  17．6   

休  制度なし   （11．2） 100．0  41．2  52．9  5．9   
業  （7．9） 100．0  33．3  66．7  

制 度   （100．0） 100．0  21．4  12．1  65．7  0．7   

♂〕  制度あり   （16．4） 100．0  34．8  13．0  52．2   

有  制度なし   （47．1） 100．0  13．6  12．1  72．7  1．5   
伽［  制度があるかないかわからない   （28．6） 100．0  20．0  12．5  67．5   

注：1）集計対象は、凹または②に該、一1し、かつぼに該1するこの3年間にア・どもが生まれた夫婦である〔）   
〔打第1何から第5回まで双方から巨－1答を得られている夫婦   
②第Irrilに独身で第4回までの「～捌こ結婚し、結婚後第51亘まで双方から「ill答を得られている大姉   
③＝席前に塞が会社等に勤めていて、育児休業制度のイ才‾無のデータが狩られている夫婦  
2）育児休業制度の有無とは、利用‖丁能な制度があるかどうかをいう。  
ニう）「上E規」「非正規」は、出産前の状況である。  
4）総数には、育児休業制度の有無不詳を含む。  

図16 妻の職場の育児休業制度の有無別にみた就業継続の有無  

同一就業継続73．9  

．2．6  

制度あり  

利用しやすい   
雰囲気がある  

利用しにくい   
雰囲気がある   

制度なし  

0，8  

81．5  
（再掲）正規  

制度あり   

（再掲）非正規   

制度あリ  

0％  20％  40％  60％  80％  
注：1）集計対象は、庄）去たは空〕に該1し、かつ常に該、【うするこの3隼牒＝こナどもが′仁王れた大姉である 
（む第＝・」1から第5回まで双方から回答を得「〕れている丈婦  
壇）第1r‖1に独身で第射‖はでの間に結婚し、結婚後第5回まで双ノノから什答を得られていろ夫婦  
③冊饉前に友が会社彗に勤めていて、育児休業制度のイ†朝潮デ」一夕が得られている夫婦  
2）育児休業制度のイj▲J！t〔とは、利川可能な制度があるかどうかをいう〔，  
3）「正規」「井正規」は、‖掴三前の状況であるし，  
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（3）夫の平日の家事・育児時間別にみた状況  

出産後の夫の平日の家事・育児時間が長いほど、妻が出産後も同一就業を継続する割合が高くな  

り、離職する割合が低くなる傾向がある。   

第1L亘、第2阿、第：う回及び第4L可カ、らの夫婦のうち、この4年間に子どもが生まれた夫婦の、  

出産前に仕事ありであった妻について、出産後の夫の平目の家事・育児時間別に、妻の出産後にお  

ける「同一就業継続」の割合をみると、「家事・育児時間なし」で45．0％、「4時間以L二」で65．3％と  

なっている。また、「離職」の割合をみると、「家事・育児時間なし」で弧0％、「4時間以L」で22．4％  

と、夫の家事・育児時間が良いほど低くなる傾向がある。（表18、図17）  

表18 夫の平［1の家事・育児時間別にみた妻の就業継続の有無  

（単位：％）  

H  総数   

fll生  家事・－   

慮順  2時間ノ   

後位  2～4   
〔乃  4時間j  

夫  
げ）     第iチトI   

平   家事・－   

口   2時間二   

♂）   2ヘノ4   

家  4時間J  

事  
第2／・じ   

家事∴   

児   g時間 
時   2～4［   

間   4時間J  

いj 就業継続  

（100．0） 100．0  
（8．3） 100．0  

（48．8） 100．0  

（30．り  100．0  

（10．2） 100．0  

（100．0） 100．0  

（11．′1） 100．0  
（51．5） 100．0  

（22．7） 100．0  
（9．1） 100．0   

（100．0） 100．0  
（6．5） 100．0  

（45．4） 100．0  

（34．3） 100．0  

（10．8） 100．0  
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テi二1）集計対象烏、rt〕たたは郷に該、【1し、か／〕詳に該、■卜）‾るニゾ）十隼閏に√・どもが′ト去れた夫婦である  
Ⅱ第1回か主第51叶たで双ノノ▲かL、〕回答を得られている人婦  

②第Il可に独身で第4「叶吏で（／州にホ．1婚し、糸．董r姫後第封・Jはで叔ノノかご州答を得〔〕れている人婦  

G糾1ト耗卜拍に塞が什・1fありであった大姉  

2）4隼閃で2人以上＝牛あり仇場合は、木√一に一っいて計卜Lているし   
：う）総数には、′表や・育県時間廿、詳を含むL 

図17 夫の平目の家事・育児時間別にみた妻の就業継続の有無  

♯1子出産  第2子以II出産  不詳  
転職23  34  

総数  

家事・育児時間なし  

2時間未満  

同一就業継続409  

36  

購▲9  72  

57  

2時間未満  

4時間以上  

0％  20％】  40q0  60％  8帆  100％  00℃  20qo  40D′D  60％  80％   

圧・1）隠汁対象は、′1＼主たけ、21に該、▲うしノ、か／〕ニ：i：に．言を、1日るニソりイ＝．jにl′・．い、≠‥什七三れた木偏である  
i：昔ち1卜りかレゝノ第5【L】r去でメ叉ん〉1、「）回答キ‖レゝ）かていろ左裾  

笠弟＝刷二独身て第1巨Hてぃ問に結媚L、結婚後牒5い】I吏∵⊂メ叉ノノか「J回答を子L≠「〕れていろ長姉  

漣＝囲≡前に度がイ【一打ありであ／イー左裾  

2）4隼聞で2人以卜州′トありレ）場合H、来j′に／穴、て．汗仁Lていろ  

ニー）総数には、′表中∴て7ノリ‖：川りイニ．洋‘を含む  

100ワ厄   
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（4）1年前の「出産後の就業継続意欲」別にみた状況  

仕事を「出産した後も続ける」と考えていた妻の80．7％が、出産後も同一就業を継続している。   

第1回、第2回、第3回及び第4回からの夫婦のうち、第4回に仕事をしていて、この1年間に  

出産した妻について、第4回の出産後の就業継続意欲別に就業継続の有無をみた。   

同じ仕事を「出産した後も続ける」と考えていた妻の80．7％が、出産後も「同一一就業継続」となっ  

ている。   

また、出生順位別にみると、「出産した後も続ける」と考えていた場合の「同一就業継続＿jは、「第  

1子出産」で93．8％、「第2子出産」で72．0％、「第3子以降出産」では81．3％となっている。（表19、  

図18）  

表19 妻の第4回の出産後の就業継続意欲別にみた就業継続の有無  
（単位：（払）  

総数   …業継続転職  離職   

総数   （100．0） 100．0  50．5  6．7  42．9  
出産した後も続ける   （54．3） 100．0  80．7  7．0  12．3  

出                                     出荏を機にやめる   （23．8） 100．0  8．0  4．0  88．0   
（牛  考えていない   （15．2） 100．O  12．5  87．5   

再順  第1子出産   （100．0） 100．0  46．2  53．8   
掲位  出産した後も続ける   （41．0） 100．0  93．8  6．3  

出産を にやめる   （4l．0） 1000  63  93．8   

第第   （15．4） 100．0  33．3  66．7   

4 4  第2子出産   （100．0） 100．0  48．7  12．8  38．5   
回回  出産した後も続ける   （64．1） 100．0  72．0  12．0  16．0   
の の  出産を機にやめる   （15．4） 100．0  100．0   
妾出  考えていない   （10．3） 100．0  100．0   

の産  第3子以降出産   （100．0） 100．0  59．3  7．4  33．3   
正後  出産した後も続ける   （59．3） 100．0  81．3  6．3  12．5   
規の  出産を機にやめる   （11．1） 100．0  33．3  33．3  33．3   
・就  （22．2） 100．0  100．0  

非業   （100．0） 100．0  74．5  3．9  21．6   
正継  出産した後も続ける   （78．4） 100．0  90．0  5．0  5．0   
規続  出産を機にやめる   （17．6） 100．0  11．1  88．9   
意  （2．0） 100．0   100．0  

鱒   （100．0） 100．0  21．1  7．9  71．1  
出産した後も続ける   （21．1） 100．0  62．5  25．0  12．5  

出産を機にやめる   （42．1） 100．0  6．3  6．3  87．5  
考えていない   （34．2） 100．0  7．7  92．3   

注：1）集計対象は、第5l‖はで双方から回答を得られているl■刊吾夫婦で、塞が節4しり‖こ仕事ありで、  
この1年間に日産した夫婦のうち、第4回の／一どもを打つ意欲が「絶対欲しい」「欲しい」  
「どちらとも言えない」「あまり欲しくない」のいずれかの者である。  

2）総数には、山鹿後町就業継続意欲イこ詳を含む。  

図18 妻の第4回の出産後の就業継続意欲別にみた就業継続の有無  

第4回から第5回にかけての就業継続の有無  

転職70 離職  

出産した後も続ける  

出産を機にやめる  

考えていない  

0％ 20％ 40％ 60％ 80㌔ 100㌔  

注：集計対象は、節5因まで双方から［可答を得られている同居夫婦で、妻が第4回に仕事ありで、この1年間に出産した夫婦のうち、   
第4同の子どもをもつ意欲が「絶対欲しいj「欲しい」「どちらともこえない」「あまり欲しくない」のいずれかの首である。  
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配偶者や家族が退職することを望んだり、あるいは、会社に働き続けにくい雰囲気がある、とい  

うことがあった妻では、「同一就業継続」が23．8％、「離職」が71．4％となっている。   

第4回の出産後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別に、就業継続の有無をみると、  

「配偶者や家族がH産後退職することを望んでいる」あるいは「会社に＝産後働き続けにくい雰囲  

気がある」ということがあった場合、「同一就業継続」が2：∃．8％、「離職」が71．4％となっている。   

重た、「配偶者や家族が＝産後退職することを望んでいる」、「会社に山積後働き続けにくい雰囲気  

がある」ということがいずれもなかった場合、「「叶一就業継続」が57．7％、「離職」が35．9％となって  

いる。（表20、図19）  

表20 妻の第ノ＝リ一の出席後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別にみた  

就業継続のイブー無  

（iト叫：－さ′（））  

総数   吊・就牒  
継続   転職   離職   

（1川）．（）） 1（）（）．（）  5（）．う  〔う．7  12．〔）  

ぺ  
（2り．0） 1（肌（）  2二う．H  

二、奈什∵倒き緯；十にくい′ぅト紺1：†穴があろ  
4．H  71．4   

1  （71∴う） 1川）一（）  57．7  （う．4  こミ5．9   

右
1
 
 
 

い
ろ
推
力
キ
ン
／
ハ
∵
べ
 
 

、
∵
り
 
 

出  

総数  

配佃諸  
あろい「  

卜．i山ハ  

ート＝HぺL汁よ象㍑、箭5L＝∵ニ双り′ト‾州†‡ん子、ト、ノjLごいて）rr…・左帰て、1り、：弟」回∴什車丑膏∴、ニハト眉目－．L佃「くした左裾〃〕う仁J、  

弟」車り「と －′－ノ≠）ノノ′ロ欲∴、縦k川＝い  放しし   し   て）．J′／ノ言い  ふ［り推し こノ1：い〔′小Jごれか〃）省てある  

い統軌∵＝、＝いイ：衡ハ枕某、rf棉′〔こ′附く〕′ぅごり～、′）巧言÷小こ）：こ往け榊I】′くしイニ∫】t与′′Hノ  

開19 妻の第4r‖1のH1産後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別にみた  

就業継続の有無  

転職 4．8  

配偶者や家族が退職することを  

望んだり、あるいは、会社に働き  

続けにくい雰囲気がある  

上記のようなことはいずれもない  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

汗：仕．十村象H、弟5回Eごメズノバト、J回答／を‖・し、Jかている■吊十大鋸ぺ、よが第1い小二什宰ありで、  

ニLりl隼冊に【1悌したノこ帖ノ巨1乙′ノ、第1巨lノ）J′ビ喜）をそ）一〕意欲か絶対欲しい」一紙い、」  

∴レ、亡J⊥、Jと｛，．i▲え／言い〔右）巨り欲しノく／ごい〔ハいずjLかJ）首であろ  
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Ⅲ 職業観■子ども観  

1 職業観  

「独身」、「配偶者あり・出生なし」、「配偶者あり・出生あり」で職業観の割合の差が男女ともに  

大きいのは、「家計に余裕をもつため」「経済的に自立するため」となっている。   

第1回の独身者について、第5回の配偶者の有無、この4年間の出生の有無別に、第5回の職業  

観をみた。   

「独身」、「配偶者あり・出生なし」、「配偶者あり・出生あり」別に職業観の割合の差をみると、  

男女ともに差が大きいのは、「家計に余裕をもつため」、「経済的に自立するため」となっており、男  

では、「生計を維持するため」、女では「社会人の責任・義務」の差が大きくなっている。   

また、「生計を維持するため」は、男は、「独身」、「配偶者あり・出生なし」、「配偶者あり・出生  

あり」の順に割合が高くなっているが、女は順に低くなっている。（表21、図20）  

表21 性、第5回の配偶者の有無、この4年間の出生の有無別にみた  

第5回の職業観（複数回答）  
（単位：％）  

男  女  

配偶者あり   配偶者あり  
総数   独身  総数   独身  

出生なしlと1性あり  出生な」い惟あり   

総数  100．0   100．0  100．0   100．0  100．0   100．0  10〔l．0  100．0  

（100．0） （83．6） （12．1） （4．0）    （100．0） （78．4） （15．9） （5．（i）  
76．5  74．0  87．5  93．4  68．9  69．8  6（1．7  62．3   

第 5   ノt計を維持するため  
回  家計に余裕をもつため   22．1  19．3  36．4  36．7  28．4  16．9  67．4  7H．0   

♂）  経済的に自立するため   43．7  46．0  33．1  28．1  42．2  ／17．9  22．6  19．4   

職  社会人の責任・義務   40．1  39．9  ∠i2．7  ：う6．2  36，5  ／11．5  2（1．1  13．8   

業  社会に貢献するため   15∴う  14．6  19．8  16．3  12．2  12．6  ‖．2  10．1   

観  社会に認められるため   16．6  16．6  17．4  14．3  15．0  16．2  II. OO lO．1  

人間的な成長のため   30．0  29．5  35．1  25．0  36．9  37．1  3ノ】．5  39．9   

複  働くことが空きがい   8．1  7．8  9．9  8．2  9．4  8．6  12．2  12．7   

数  能力や専攻■資格を生かすため   14．1  13．8  16．2  12．8  21．3  20．7  22．5  25．4   
国  趣味・娯楽等の費用を得るため   34．7  35．7  30．8  24．5  39．0  40．0  35．8  33．6   

答  特別な意義はない   4．5  5．O  l．6  3．1  2．9  3．3  1．6  1．1  

わからない   1．0  1．1  0．5  0．5  0∴4  0．5  〔し3  

その他   0．9  1．0  0．3  0．5  1．1  0．9  1．8  1．9   

柱：1）集計対象は、第1回独身で第5回まで回答を得られている者である。  

2）総数には、職業観不詳を含む。  
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図20 第5匝1の配偶者の有無、この4年間の出生の有無別にみた  

第5回の職業観（複数回答）  

男  

生計を■持するため  

t計に余裕をもつため  

七済的に自立するため  

社食人の大任・■♯  

日独身   

□配偶者あり・出生なし   

□配偶者あり・出生あり  

社食に工★するため  

社食にtめられるため  

人間的な戚■のため  

■くことが生きがい  

能力や書攻・暮檜を  
生かすため  

▲昧・▲巣鴨の徽用  
を縛るため   

女  

生計を■持するため  

OqD  lO㌔  208っ  30㌔  40qロ  50□b  6008  70％  80％  90％  100％  

書計に余裕をもつため  

縫済的に自立するため  

社会人の暮任・義震  

社会に暮廿するため  
田独身   

田配偶者あり・出生なし   

□配偶者あり・出生あり  社食にtめられるため  

人M的な慮■のため  

■くことが生きがい  

能力や■故・★檜を  
生カヽすため  

▲昧・■薬事のt用  
を縛るため  

Oqb  lO㌔  200Ⅶ  3D㌔  40㌔  50㌔  60㌔  70％  80％  90％  100％  

注：集計対象は、第1回独身で第5回まで回答を得られている者である。  
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2 子ども観  

「独身」、「配偶者あり・出生なし」、「配偶者あり・出生あり」で子ども観の割合の差が男女とも  

に大きいのは、「家族との結びつきが深まる」、「子どもとのふれあいが楽しい」、「子育てを通じて人  

間的に成長できる」となっている。   

第1回の独身者について、第5回の配偶者の有無、この4年間の出生の有無別に、第5回の子ど  

も観をみた。  

「独身」、「配偶者あり・出生なし」、「配偶者あり・出生あり」別に子ども観の割合の差をみると、  

男女ともに差が大きいのは、「家族の結びつきが深まる」、「子どもとのふれあいが楽しい」、「子育て  

を通じて人間的に成長できる」となっており、男では、「仕事に張り合いが生まれる」、女では、「子  

育てを通じて自分の友人が増える」の差が大きくなっている。特に、男女ともに「子どもとのふれ  

あいが楽しい」の差が大きい。（表22、図21）  

表22 性、第5回の配偶者の有無、この4年間の出生の有無別にみた  

第5回の子ども観（複数回答）  

川り立：％）  

男  女  

配偶者あり   配偶者あり  
総数   

独身  
総数   独身  

出牛なL＝什あり   

総数  100．0  100．0  100．O  100．0  100．0   100．0   10（）．0   100．0  

（100．0） （83．6） （12．1） （4．0）    （100．0） （7日．4） （15．9） （5．6）  
第 5  6■1．3    61．7  75．5    8ニう．7  73．2  70．1  日こ」8  87．3  

〕                                                                       7一どもとのふれあいが楽しい   5／1．6    50．8  68．2    92．9  65．8  62．4  7：う．2  91．8  

18．0    ′16．3  54．■1    62．H  23．0  23．3  2∴2  18．3  
回 の  
子育てを通じてIr†分の友人が増える   11．1  10．9  14．1  ‖．こぅ  23．5  21．1  2ト．4  ‘13∴う  

子 ど  46．6   ・44．4  56．8    6l．7  69．1  66．8  7L3  83．2  

／ 8．7  8．9  8．9  5．6  11．0  ‖．8  ト．6  6．3  

も  l：i．9  1／1．2  11．7  1／1．H  25．8  25．4  2fl．H  29．1  
観  37．0    36．4  1l．1  37．2  √15．4  11．7  5∴1  ：う8．1   

自分甘汗1山な時l捌がもてなくなる   こう1．7    33．H  36．7    45．9  5∠l．1  53．1  5′l．2  67．5  

複 数  1．1  4．1  4．2  5．6  2∠l．6  24．5  2（う．9  20．1  

「肯てが人変な二とを身吏な人が理解Lてくれない   1．2  1．2  1．1  ：う．1  2．7  2．7  ∴1  3．7  

回 クヒ  0．8  0．8  0．バ  1．5  ′1．9  3．7  ∵．3  15∴i   

臼   「▲どもにどげ）ょうに接すれば上いかわからない   5．9  6．2  5．0  1．5  8．0  8．4  ∴1  3．0  

その他   1．4  1．5  0．8  2．0  1．H  l．5  こう．0  ：う．（）  

感じていることは年別こない   7．7  8．8  2．3  0．5  ：う．2  3．9  （）．H   

注：1）集計対象は、第＝司独身で第5同までl叶答を得られている首である。  
2）総数には、f一ども観不詳を含む  
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図21 第5［p】の配偶者の有無、この4年間の出生の有無別にみた  

第5回の子ども観（複数回答）  

男   

書換の結びつきが深まる  

子どもとのふれあいが集しい  

仕事に張り合いが生まれる  

手書てを遷じて自分の  
友人が増える   

子書てをiじて人間的  
に成長できる   

毛織の生活の面■を  
みてもらえる  

子雷てによる心身の  
疲れが大きい  

手書てで出費がかさむ  

自分の自由な晴¶が  
もてなくなる  

仕事が十分にできなくなる  

手書てが大量なことを■近  
な人が書解してくれない   

社食から取り残された  
ような気になる  

子どもにどのように  
擁すればよいかわからない   

女   

蒙簑の鈷びつきが畏まる  

子どもとのふれあいが楽しい  

仕事に弓lり合いが生まれる  

子書てを1じて自分の  
友人が■える   

手書てを1じて人Ⅶ的  
に成tでさる   

老生の生活の面倒を  
みてもらえる  

囚独身   

巳配偶者あり・出生なし   

□配偶者あり・出生あり  

000  1000  2000  30D。  40DD  50％  608℃  70％  80D′0  90％  100％  

国独身   

□配偶者あり・出生なし   

ロ配偶者あり1出生あり  

手書てによる心■の  
■れが大きい  

手書てで出十がかさむ  

自分の自由な晴l■が  
もてなくなる  

仕■が十分にでさなくなる  

手書てが大暮なことを身近  
な人が理♯してくれない   

社食から取り残された  
ような気になる  

子どもにどのように  
擁すればよいかわからない  

0％  10％  20％  30％  40％  500も  60％  70％  80％  90％  100％  

注：集計対象は、第＝可独身で第5阿まで回答を得られている者である。  
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参  考  

1 集計客体数一覧   

Ⅰ結婚の状況、Ⅲ職業観・子ども観  

本章では、主に以卜について集計している。  
・第1回の独身者：第1回調査で独身であり、第5回まで回答を得られている者  
・第3回の独身者：第3回調査で独身であり、第5［ロほで【「り答を得られている者  

集計対象の条什  

ナり表5，6，7，8，9に／ついては、調査と調査〃）間に結婚し、かつ離婚した者‘を除く（   

Ⅱ 夫婦における子どもの出生の状況  

本章では、以卜について集計しているし、  
・第1回からの夫婦：第1L甘から夫婦として調査対象としており、第1「司から第5L珂まで人、妻双方甘ヰしり」答を得られている夫婦  
・第2回からの夫婦二第IIL購虹身で第2阿までに綱昏し、その後第5回まで双方から回答を得られている夫婦  
・第3回からの夫婦＝第1回独身で第2【引力ーら第こ仰の間に結婚し、その後第5回まで双方から回答を得られている夫婦  
・第4回からの夫婦：第1L叶独身で第3何から第4【‖Ⅰの聞に結締し、その後節㈲L∫ほで双ノノから回答を得られている夫婦  

集計対象〃）条件  

の4隼間に州生あり、山鹿前に真に什車あり  

2）第4「車）7▲ど≠）をもつ居欲が「絶対欲しい」手欲しい」「どちらとも）．てえない」「あまり欲しくない」〝）いずれか♂）甘である．）  
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2 1以外の集計客体数   

Ⅰ結婚の状況   

友7＋隼齢階級別にみた女竹ゾ）就業朋湖打）有無  表H 紆Illりゾ）結婚後〝）就業継続意欲別にみた女・性の就業継続の有無  

（再掲）1上根  （再掲）正規  （再掲）非11三規  （再掲）非l仁規  

〔‖ぐi  512  27t）  227  1ニう9  

Ⅱ 夫婦における子どもの出生の状況   

よLl 友〝）什車状イJ‾無別にみたニゾJl隼聞い＝牛侶状潮  

J7どむなし／  

総数  
什■れあり  

（再掲）1t三規  

（I牛陽）非11二規  

什■トなL  

ニう 57ト；  HH7  

21封  6こi′1   

7り5  ：l（‖  

】11  二日2  

】121  25こう  
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ん〔ノンl（t＝ハノ京・i‡二・す㍗′LJ‖州」別にみた真の就業継続び）イゴ▲プきミミ  長17 友釣堀川れ）肯肛休乳拙かル侶中川∴恒㍉が闘附か）イ】無  
（刷舶」＝二規  

1H2  17〔；  こう06  152  1川  

長It）友ゾ〕第1L＝け）仙船掛川射闘齢最雄刷帰みた就業継続ゾ）イJ■無  
首）こiJ′▲以降‖い皇  （再掲＝l直視  

27  ：拍  こ与リ  51  ニうH  

Ⅲ職業観・子ども観   

ノミ：Jl 小′‡、第帥一帖耽鮎川才朽雄、二「／）1イトけり（川＝1二ノ）イj無別にみた裾帥】ノ）職業観（複数回答）   

衣22 ′性、第帥申）配偶者ノ）イj▲プ黙、二レ）叫鼎匪壮′上り）イ一‾鮒州こみた第5L叫／り一ど≠J観（複数回答）  
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用 語 の 定 義  

1 「独身者」とは、「配偶者なし」と回答した者をいい、未婚、離別、死別は区別していない。  

2 「結婚した」及び「夫婦」には、事実上夫婦として生活しているが、婚姻届を提出していない者  

を含む。  

3 「正規」及び「非正規」は次の就業形態をいう。   

「正規」 … 正規の職員・従業員   

「非正規」…  アルバイト、パート、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員・嘱託、その他  

なお、これらの就業形態は、勤め先における呼称を基準としている。  

4 「同一就業継続」とは、勤め先、及び就業形態が変わっていないこと、また、自ら行っている事  

業が変わっていないことをいう。  

5 「子どもなし」とは、「子ども」欄に記入がなかった者をいう。  

6 「育児休業制度の有無」とは、「あなたのお勤めの会社等には、あなたの就業形態で利用可能な   

次の制度はありますか」と質問した時の、育児休業制度についての回答である。  

7 「家事・育児時間」とは、1日の中で家事や育児に何時間くらい費やしているかを、平目と休日  

に分けて質問したものである。  

8 「第1回」「第2回」「第3回」「第4回」「第5回」とは、それぞれの回の調査で把握した項目で  

ある。  

9 「結婚前」「結婚後」とは、それぞれ結婚直前、直後の調査において把握した状況である。  

10 「出生前（出産前）」とは、各年5月までの間に出生があった場合は前々回の調査、6月から次の  

調査までの間に出生があった場合は前回の調査において把握した状況とする。また、「出生前デ  

ータ」とは、出生前（出産前）の時点で把握した対象者のデータをいう。  

これは、出生に係る分析においては、妊娠中における回答であるか否かに振り分けようとした  

ものである。  

11「出生後（出産後）」とは、出生直後の調査において把握した状況である。  

ー29－  
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「この4年間」とは、第1回調査から第5LロJ調査までの間のことをいう。また、「この3年間」  

とは第2恒ほ乳企から第5阿調査までの間、「この2年間」とは第3回調査から第5回調査までの  

間、「この1年間」とは第4［軋調査から第5し叶調査までの間のことをいう 

12  

「所得額」は、第3桓1では平成15年分を、第4回では平成16年分を、第5回では平成17年分  

を把握した。  

13  

14 「結婚（出産）後の就業継続意欲」とは、「結婚（出産）した後も現在の仕事を続け圭すか。」と  

質問したものである 

15 「職業観」とは、働くことに対する考え方を質lとりしたものである。  

16 「子ども観」とは、r一どもをもつことに関する考え方を質問したものである。  
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